
☆東北管内の動き 

１ 「東北大豆セミナーin やまがた」の概要について 

 平成２９年９月６日（水）に山形県天童市において「東北大豆セミナーin やまがた」を

開催しました。山形県内外から大豆生産者をはじめ、ＪＡ関係者、普及組織、行政機関な

ど約１４０名が参加しました。 

 

（１）室内検討会 

①第 12 回東北大豆ピカイチ大賞表彰式 

  東北ブロック豆類経営改善共励会審査委員長である東北農業研究センター菊池審査委

員長の審査講評の後、東北農政局真鍋生産部長から、東北地域大豆振興協議会長賞に選

ばれた、萩原拓重氏へ表彰状が授与されました。また、受賞者から優良取組事例の発表

が行われました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜左：萩原拓重氏＞ 

＝審査講評＝ 

大豆経営の部：萩原拓重氏（山形県高畠町） 

  平成 14 年に就農、平成 27 年に経営移譲を受け、家族経営で水稲と大豆を柱

に水田をフルに活用した農業経営を行っており、契約に基づく栽培に力を入れて

います。実需者のニーズに対応した 10 品種を導入し、28 年度単収は山形県の

159kg/10a を大きく上回る平均 226kg/10a でした。熟期、作型の異なる 10

品種の高品質・安定生産の実績の背景には、土づくり、雑草の防除、排水対策、

適期収穫等の栽培管理を徹底していることがうかがえます。 

 多品種生産の強みを生かし大豆菓子の加工販売に取り組み、六次産業化を進め

大豆の需要拡大につなげています。 

多方面から発信されている新技術、新品種に関する情報収集を積極的に行い農

業経営に取り入れるなど、さらなる向上を目指す姿勢を高く評価しました。 


